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資源のリサイクルには一定の回収量を確保する必要があります。

今回、環境省の呼びかけにより、①「生活者からの回収量の拡大」のための

実証実験と、②「製品プラ等の回収対象拡大」のための生活者アンケートを、

イトーヨーカドーアリオ北砂店の店頭で10月26日から11月8日までの期間

内に行いました。店舗に設置済のリサイクルBOXに、『行動変容のための動

機付け』を活用したデザインでラッピングをしました。「捨てる」を「食べさせてあ

げる」とポジティブに変換し、「毎日食べさせていい」とすることで毎日回収して

いることを訴求するものです。お客様に、楽しみながらリサイクルに参加してい

ただきたい想いで実施しました。結果は、実施前２週間との比較で回収量

が４割アップし、アンケートでも回収BOXだと分かりやすい、目立つなど、デザ

インに対し好評の声を多数いただきました。今後も様々な取り組みを通じ、

豊かで持続可能な社会の実現を推進してまいります。

行動変容を促す動機付けから資源の回収量を増やす

通常時
通常時の回収ＢＯＸ

行動変容を促す動機付けへ 楽しくリサイクルに参加♪

変更後

伝え方を変えるデザインを変える



お客様へのＰＲポスター
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